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一　

源
頼
政
の
政
治
的
立
場
と
『
頼
政
集
』

　

平
安
時
代
末
期
の
軍
事
貴
族
で
歌
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
に
源
頼
政

が
い
る
。
頼
政
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
以
仁
王
と
と
も
に
平
家
打
倒

の
兵
を
挙
げ
た
こ
と
で
、
日
本
史
上
に
著
名
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
に
は

南
都
寺
院
の
衆
徒
の
合
力
を
期
待
し
て
園
城
寺
か
ら
南
に
向
か
う
途
次
、
宇

治
平
等
院
の
前
で
平
家
の
追
討
軍
と
戦
い
、
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
頼
政
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

貴
族
社
会
に
お
け
る
頼
政
の
あ
り
よ
う
は
、
頼
政
の
事
績
が
記
録
類
に
あ

ま
り
残
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
人
物

像
を
通
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
面
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
以
仁
王
の
乱
」
の

解
釈
に
対
し
て
も
、『
平
家
物
語
』
が
与
え
て
き
た
影
響
は
大
き
い
。

　
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
頼
政
は
、
以
仁
王
に
挙
兵
を
勧
め
る
に
際
し
、

自
ら
の
身
の
上
に
つ
い
て
、

　
　

朝
敵
を
も
た
い
ら
げ
、
宿
望
を
と
げ
し
事
は
、
源
平
い
づ
れ
勝
劣
な
か

り
し
か
ど
も
、
今
者
雲
泥
ま
じ
は
り
を
へ
だ
て
て
、
主
従
の
礼
に
も
な

ほ
劣
れ
り*1

。（「
源
氏
揃
」）

と
述
懐
し
、
ま
た
、
男
仲
綱
が
宗
盛
（
清
盛
男
）
に
恥
辱
を
受
け
た
と
知
る

や
、

　
　

何
事
の
あ
る
べ
き
と
思
ひ
あ
な
づ
ッ
て
、
平
家
の
人
ど
も
が
さ
や
う
の

し
れ
事
を
言
ふ
に
こ
そ
あ
ん
な
れ
。
其
儀
な
ら
ば
、
命
い
き
て
も
な
に

か
せ
ん
。
便
宜
を
う
か
ゞ
ふ
て
こ
そ
あ
ら
め
。（「
競
」）

と
叛
意
を
明
確
に
す
る
。『
平
家
物
語
』
は
頼
政
に
つ
い
て
、
清
盛
一
門
の

全
盛
時
代
に
あ
っ
て
、
保
元
・
平
治
の
乱
に
お
け
る
勲
功
も
正
当
に
評
価
さ

れ
な
い
ま
ま
、
清
盛
の
下
位
に
置
か
れ
て
隠
忍
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、

平
家
の
専
横
に
耐
え
か
ね
、
長
年
の
鬱
屈
を
一
気
に
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
挙

兵
に
突
き
進
ん
だ
と
語
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
長
く
頼
政
理
解

に
影
響
し
て
き
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
頼
政
の
伝
記
を
著
し
た
多
賀
宗
隼
が
、

以
仁
王
と
行
っ
た
挙
兵
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
の
、
い
わ
ば
一
生
に
わ
た
っ

て
積
上
っ
て
き
た
鬱
憤
を
迸
出
さ
せ
」、「
生
涯
の
最
後
の
安
静
の
生
活
を
一

擲
し
、
一
身
・
一
家
は
も
と
よ
り
渡
辺
党
の
す
べ
て
を
賭
け
武
士
の
面
目
に

生
き
る
べ
く
、
大
敵
に
挑
ん
だ
の
で
あ
る
」（『
源
頼
政
』
人
物
叢
書
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

頼
政
像
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
解
釈
は
、
近
年
捉
え
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
以

藤
原
重
頼
を
め
ぐ
っ
て

中
　
村
　
　
　
文
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仁
王
と
頼
政
の
挙
兵
の
背
後
に
は
八
条
院
の
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本

史
学
に
お
い
て
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る*2

。
以
仁
王
は
八
条
院

の
猶
子
で
あ
り
、
頼
政
は
八
条
院
の
父
母
で
あ
る
鳥
羽
院
と
美
福
門
院
に
近

侍
し
て
、
八
条
院
が
東
国
に
有
し
た
荘
園
の
経
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た*3

こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
八
条
院
を
紐
帯
と
す
る
両
者
の
結
び
つ
き
が
、

以
仁
王
事
件
の
背
景
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る*4

。

　

と
こ
ろ
で
、
頼
政
は
六
八
七
首
か
ら
な
る
家
集
『
頼
政
集
』
を
残
し
た
が
、

そ
の
雑
部
に
は
、
六
条
天
皇
時
代
の
三
ヶ
月
間
（
仁
安
元
年
1166
十
月
～
同
二

年
正
月
）
に
起
こ
っ
た
昇
殿
と
昇
階
を
め
ぐ
る
贈
答
歌
が
二
十
八
首
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
六
条
天
皇
の
父
二
条
天
皇
は
、
八
条
院
の
母
美
福
門
院

に
育
て
ら
れ
た
。
二
条
天
皇
の
踐
祚
は
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
こ
に
は
美
福
門
院
の
強
い
意
向
が
反
映
し
て
い
た*5

。
六
条
天
皇
は
、
院
政

の
主
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
正
統
な
皇
位
継
承
者
で
あ
る
二
条
天
皇
の
後
を

継
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
が
、仁
安
三
年
二
月
、後
白
河
院
皇
子
で
建
春
門
院
（
清

盛
室
平
時
子
の
異
母
妹
）
所
生
の
高
倉
天
皇
に
譲
位
し
た
。
佐
伯
智
広
に
よ

れ
ば
、
二
条
―
六
条
と
続
く
皇
統
を
支
持
す
る
勢
力
は
、
以
仁
王
を
高
倉
天

皇
に
対
抗
す
る
皇
位
継
承
候
補
者
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
と
い
う*6

。

　

六
条
天
皇
時
代
に
従
四
位
下
と
な
っ
た
頼
政
は
、
高
倉
天
皇
時
代
に
も
昇

叙
を
重
ね
て
、治
承
二
年（
一
一
七
八
）十
二
月
に
は
従
三
位
に
至
っ
た
。『
頼

政
集
』
は
治
承
初
年
頃
の
成
立
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
叙
従
三
位
に
関
す

る
詠
が
入
ら
な
い
の
は
措
く
と
し
て
も
、
仁
安
三
年
十
一
月
の
叙
従
四
位
上

に
つ
い
て
も
、
承
安
元
年
十
二
月
の
叙
正
四
位
下
に
つ
い
て
も
、
関
連
す
る

詠
を
ま
っ
た
く
取
ら
な
い
の
は
、
六
条
天
皇
時
代
の
昇
殿
昇
階
の
取
り
扱
い

方
と
対
照
的
で
あ
る
。
高
倉
天
皇
時
代
に
頼
政
の
昇
殿
や
昇
階
を
め
ぐ
っ
て

贈
答
が
交
わ
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
同
天
皇
踐
祚
後
に
昇
殿

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
訴
嘆
す
る
歌
を
藤
原
重
家
に
詠
み
送
っ
た
こ
と
や

（
重
家
集
415
・
416
）、
叙
正
四
位
下
の
折
に
藤
原
頼
輔
と
喜
び
合
う
詠
が
残
る

（
頼
輔
集
80
・
81
）
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る*7

。
成
立
時
に
は
す
で
に
故

人
で
あ
っ
た
六
条
天
皇
を
「
当
今
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
含
め
て
、『
頼
政
集
』
雑

部
の
編
纂
姿
勢
は
六
条
天
皇
時
代
の
事
績
に
著
し
く
偏
し
て
お
り
、
こ
れ
を

先
述
し
た
二
条
―
六
条
―
以
仁
王
と
続
く
皇
統
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
て
み
る

と
、
頼
政
は
皇
統
を
め
ぐ
る
自
ら
の
選
択
の
意
思
を
家
集
に
密
か
に
籠
め
た

の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る*8

。

　
『
頼
政
集
』
の
雑
部
に
は
鳥
羽
院
を
回
顧
す
る
詠
も
見
え
、
鳥
羽
院
近
臣

で
二
条
天
皇
の
側
近
と
し
て
も
活
躍
し
た
惟
方
と
の
贈
答
も
多
く
収
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
贈
答
の
相
手
も
、
重
家
や
隆
信
、
あ
る
い
は
二
条
天
皇
中

宮
育
子
の
台
盤
所
な
ど
、
二
条
天
皇
と
密
接
で
あ
っ
た
人
物
の
名
が
散
見
さ

れ
る
。『
頼
政
集
』
の
雑
部
の
性
格
に
つ
い
て
は
詞
書
の
叙
述
等
に
も
注
目

し
つ
つ
、
な
お
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
本
稿
で
は
詞
書
に
登
場
す
る
人
物
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

注
意
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
藤
原
重
頼
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
事

績
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二　
『
頼
政
集
』
雑
部
六
〇
七
番
歌

　
『
頼
政
集
』
雑
部
に
次
の
よ
う
な
贈
答
が
見
え
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に

よ
っ
て
示
そ
う
（
以
下
、
引
用
す
る
和
歌
の
本
文
と
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら

な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
）。

女
院
百
日
の
御
懺
法
の
は
て
に
僧
の
布
施
に
わ
ら
は
べ
の
さ
う
ぞ

く
を
し
て
ま
ゐ
ら
す
る
に
、
す
い
か
ん
さ
う
ぞ
く
を
し
た
し
き
人

人
一
具
づ
つ
し
て
つ
か
は
す
中
に
、
中
宮
権
大
進
重
家
が
つ
か
は
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し
た
る
が
、
こ
と
に
め
づ
ら
し
く
見
え
侍
り
し
か
ば
つ
か
は
し
た

る
返
し
に
申
し
け
る

　
　

音
羽
河
せ
き
い
る
る
の
み
か
水
ほ
す
に
人
の
心
は
み
え
け
る
も
の
を（

607
）

　
　
　
　

返
し

　
　

音
羽
河
あ
さ
き
心
は
見
え
ぬ
る
を
せ
き
い
れ
し
水
に
よ
そ
へ
ざ
ら
な
ん

（
608
）

女
院
が
百
日
懺
法
を
行
っ
た
折
に
、
僧
に
与
え
る
布
施
と
し
て
童
の
着
る
水

干
装
束
を
進
献
し
よ
う
と
し
た
が
、
親
し
い
人
々
が
送
っ
て
き
た
中
に
、「
中

宮
権
大
進
重
家
」
の
献
じ
た
物
が
特
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、頼
政
が
「
施

入
し
た
水
干
に
あ
な
た
の
殊
勝
な
お
心
は
現
れ
て
い
ま
す
よ
」
と
称
賛
し
た
。

「
せ
き
い
る
る
」
に
「
施
入
す
る
（
神
仏
や
寺
社
に
財
物
を
献
ず
る
）」
意
と

「
堰
き
入
れ
る
（
流
れ
を
堰
き
止
め
て
他
の
所
に
流
し
入
れ
る
）」
意
を
掛
け
、

「
水
ほ
す
」
に
「
水す
い
か
ん干

」
と
「
水
干
す
（
水
を
干
上
が
ら
せ
る
）」
意
を
掛
け

て
い
る
。
施
入
し
た
だ
け
で
も
貴
い
の
に
、
水
干
の
出
来
映
え
が
見
事
な
の

で
、
あ
な
た
の
立
派
な
お
心
が
け
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
と
い
う
の
が
主
意

で
、「
流
し
入
れ
る
」「
干
上
が
ら
せ
る
」
と
い
う
「
水
」
に
関
連
す
る
対
照

的
な
動
作
を
組
み
合
わ
せ
て
趣
向
と
し
て
い
る*9

。
な
お
、「
水
干
す
」
の
用
例

は
、
頼
政
の
父
仲
正
の
為
忠
家
初
度
百
首
に
「
岩
間
と
ぢ
つ
ゆ
も
も
ら
さ
ず

谷
川
の
水
干
す
も
の
は
氷
な
り
け
り
」（
501
・
谷
川
氷
）
が
見
え
る
の
み
で
、

影
響
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

607
番
詞
書
に
見
え
る
「
重
家
」
の
名
は
、
頼
政
が
六
条
天
皇
時
代
に
昇
殿

を
果
た
し
た
折
に
祝
の
歌
を
詠
み
贈
っ
た
人
物
と
し
て
も
『
頼
政
集
』
に
見

え
る
（
577
。
重
家
集
314
に
も
）。『
重
家
集
』
に
は
頼
政
に
「
心
丸
」
と
い
う

名
馬
を
請
う
た
歌
（
441
）
や
、
重
家
が
出
家
し
た
折
の
贈
答
（
600
・
601
）
が

入
り
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
従
っ
て
、
607
番
詞
書

の
「
重
家
」
も
こ
の
人
物
、
す
な
わ
ち
、
六
条
家
の
藤
原
重
家
に
同
定
し
た

く
な
る
が
、
六
条
家
の
重
家
は
中
宮
権
大
進
に
な
っ
た
閲
歴
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
頼
政
集
』の
伝
本
は
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
。『
新

編
国
歌
大
観
』
の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
松
浦
静
山
旧
蔵
本
や
、『
私

家
集
大
成
』「
頼
政
Ⅰ
」
の
底
本
で
あ
る
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
な
ど
、
稿
者

が
乙
類
と
呼
ぶ
伝
本
類*10

で
は
、
当
該
箇
所
は
す
べ
て
「
重
家
」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
対
立
す
る
本
文
を
持
つ
伝
本
群
（
甲
類
と
呼
ぶ
）
で
は
、

607
番
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
に
拠
り
、

適
宜
濁
点
お
よ
び
読
点
付
す
）。

女
院
の
百
日
の
御
懺
法
の
は
て
に
、
僧
の
布
施
に
わ
ら
は
べ
の
さ

う
ぞ
く
を
し
て
ま
い
ら
す
る
に
、
す
い
か
ん
そ
う
ぞ
く
を
し
た
し

き
人
に
一
具
づ
ゝ
し
て
つ
か
は
す
中
に
、
中
宮
大
進
重
顕
が
つ
か

は
し
た
る
が
、
こ
と
に
め
づ
ら
し
く
見
え
侍
し
か
ば
、
つ
か
は
し

た
る
返
し
に
申
け
る

　
　

を
と
は
川
せ
き
い
る
ゝ
の
み
か
水
ほ
す
に
人
の
心
は
見
え
け
る
物
を

同
系
統
の
下
冷
泉
家
旧
蔵
本
や
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
等

も
、
当
該
の
人
物
名
は
「
重
顕
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
重
顕
と
い
う
名
で
中

宮
大
進
と
な
っ
た
人
物
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
詞
書
に
見
え
る
「
親
し
き
人
」
の
表
現
を
手
が
か
り
に
、
頼
政

の
周
辺
で
中
宮
大
進
を
勤
め
た
経
験
の
あ
る
人
物
を
探
っ
て
い
く
と
、
頼
政

の
女
で
二
条
天
皇
の
女
房
で
あ
っ
た
讃
岐
の
夫
藤
原
重
頼
に
、
高
倉
天
皇
中

宮
徳
子
の
大
進
を
勤
め
た
経
歴
が
見
出
せ
る
。『
頼
政
集
』
の
甲
類
伝
本
群

に
見
え
た
「
重
顕
」
は
「
重
頼
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
607
番
詞

書
に
関
す
る
限
り
、
甲
類
も
乙
類
も
妥
当
で
は
な
い
本
文
と
判
断
で
き
る
が
、
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「
重
頼
」
が
伝
写
の
過
程
で
「
重
顕
」
に
書
き
誤
っ
て
い
っ
た
と
見
る
方
が
、

想
定
は
よ
り
容
易
で
あ
る
。

三　

藤
原
重
頼
の
出
自

　

藤
原
重
頼
は
勧
修
寺
流
藤
原
重
方
（
顕
隆
孫
）
の
男
で
、
母
は
藤
原
清
隆

女
で
あ
る
。
重
方
は
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
八
月
二
十
九
日
に
五
十
八
歳

で
出
家
し
て
い
る
の
で
（
弁
官
補
任
・
尊
卑
分
脈
）、天
治
元
年
（
一
一
二
四
）

生
で
あ
る
。
重
頼
は
重
方
の
二
十
歳
の
時
の
子
と
仮
定
し
て
、
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
生
と
な
る
が
、
後
に
述
べ
る
ご
と
く
、
事
績
の
初
出
が
久
寿

二
年
（
一
一
五
四
）
で
あ
る
か
ら
、
も
う
少
し
早
い
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。

　

重
方
は
近
衛
天
皇
時
代
の
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
六
月
に
六
位
蔵
人
に

補
さ
れ
た
（
本
朝
世
紀
・
十
二
日
条
）。
こ
れ
以
前
は
木
工
助
で
、
新
院
（
崇

徳
院
）
蔵
人
を
兼
ね
て
い
た
。
同
年
十
月
十
日
、
右
近
将
監
と
な
り
（
本
朝

世
紀
）、
翌
康
治
二
年
四
月
九
日
に
叙
爵
し
て
蔵
人
を
降
り
た
。
そ
の
後
、

仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
に
は
宮
内
少
輔
と
し
て
見
え
る
（
兵
範
記
・
九
月

十
八
日
条
）。
ま
た
、
同
年
閏
十
二
月
六
日
に
鳥
羽
北
殿
で
催
さ
れ
た
鳥
羽

院
の
仏
名
に
は
「
判
官
代
重
方
」
が
参
じ
て
お
り
、
鳥
羽
院
判
官
代
を
勤
め

て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
十
月
十
日
、
後
白
河
天
皇

后
忻
子
（
藤
原
公
能
女
）
が
中
宮
に
な
る
と
、
そ
の
権
大
進
と
な
っ
た
（
山

槐
記
・
除
目
部
類
）。
二
条
天
皇
時
代
に
入
る
と
、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）

九
月
十
五
日
に
五
位
蔵
人
に
補
さ
れ
（
山
槐
記
）、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）

正
月
に
職
を
解
か
れ
る
が
、
同
年
八
月
還
補
さ
れ
た
。
六
条
天
皇
踐
祚
後
も

五
位
蔵
人
に
補
さ
れ
、
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
八
月
二
十
七
日
に
こ
れ
を

降
り
て
、
左
衞
門
権
佐
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
山
槐
記
・
除
目
部
類
）。
仁
安
二

年
（
一
一
六
七
）
正
月
三
十
日
に
右
少
弁
（
兵
範
記
）
と
な
っ
て
以
後
は
、

弁
官
と
し
て
累
進
し
、
養
和
元
年
、
右
大
弁
の
折
に
病
気
で
出
家
す
る
ま
で

勤
め
て
い
る
。
蔵
人
・
衛
門
権
佐
・
弁
官
を
歴
任
す
る
な
ど
、
勧
修
寺
家
の

人
ら
し
く
実
務
の
才
に
優
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
十
二
月
五
日
に
は
後
白
河
院
の
仏
名
を
「
判
官
代
重
方
」
が

奉
行
す
る
な
ど
（
山
槐
記
）、
後
白
河
院
に
侍
し
て
の
事
績
も
見
え
る
が
、

鳥
羽
院
に
近
侍
し
、
同
院
に
よ
っ
て
正
統
な
皇
統
と
さ
れ
た
近
衛
・
二
条
両

帝
の
蔵
人
を
勤
め
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の
場
は
頼
政
と
近
い
。

　

重
頼
は
母
方
の
係
累
の
政
治
的
立
場
も
注
意
さ
れ
る
。
重
頼
の
外
祖
父
清

隆
は
鳥
羽
院
・
待
賢
門
院
に
も
近
侍
し
た
が
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
の

美
福
門
院
殿
上
定
で
別
当
と
な
り
（
兵
範
記
）、
以
後
、
奉
仕
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
男
定
隆
は
美
福
門
院
や
そ
の
所
生
の
鳥
羽
院
皇
女
暲
子
内
親
王
（
八
条

院
）
の
御
給
に
よ
っ
て
昇
階
し
て
い
る
。
定
隆
は
、久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）

九
月
に
守
仁
親
王
（
二
条
天
皇
）
が
東
宮
に
な
る
と
、
そ
の
権
大
進
と
な
り
、

二
条
天
皇
踐
祚
後
の
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
に
催
行
さ
れ
た
内
裏
百
首
の

作
者
と
な
っ
た*11

。
ま
た
、
重
頼
母
の
姉
妹
の
一
人
は
藤
原
経
宗
の
室
と
な
っ

た
が
、
経
宗
は
妹
が
二
条
天
皇
の
生
母
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
条
天
皇
の

親
政
を
強
力
に
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

重
頼
は
両
親
の
い
ず
れ
も
が
、
二
条
天
皇
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
家
柄
の

出
身
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

藤
原
重
頼
の
事
績

　

記
録
に
残
る
重
頼
の
最
初
の
事
績
は
、
久
寿
二
年
九
月
二
十
三
日
、
守
仁

親
王
（
二
条
天
皇
）
の
立
太
子
に
際
し
、「
権
少
進
正
六
位
上
藤
原
重
頼
」
と

見
え
る
こ
と
で
あ
る
（
山
槐
記
、
兵
範
記
）。
前
述
の
ご
と
く
、
叔
父
の
定

隆
が
権
大
進
で
あ
っ
た
が
、
頼
政
の
男
仲
綱
も
こ
の
日
東
宮
蔵
人
に
補
さ
れ
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て
い
る
。
重
頼
は
十
代
後
半
か
と
推
定
さ
れ
る
。
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）

八
月
十
一
日
、
二
条
天
皇
が
踐
祚
し
た
。
同
月
二
十
三
日
、
坊
官
除
目
が
あ

り
、
重
頼
は
大
舎
人
助
と
な
り
、
仲
綱
は
叙
爵
し
て
蔵
人
を
降
り
た
（
山
槐

記
・
兵
範
記
）。
重
頼
は
同
年
十
二
月
二
十
九
日
の
除
目
で
左
近
将
監
と
な
っ

て
い
る
（
兵
範
記
）。

　

応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
十
月
二
十
八
日
、
父
重
方
の
譲
り
を
受
け
て
宮

内
権
大
輔
と
な
っ
た
（
山
槐
記
・
除
目
部
類
）。
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）

に
は
日
向
守
と
な
っ
た
ら
し
い
。『
公
卿
補
任
』
文
治
五
年
条
の
「
藤
定
長
」

の
尻
付
に
、「
仁
安
元
年
正
十
二
日
向
守（
蔵
人
巡
。重
頼
去
年
任
佐
渡
守
替
）」

と
見
え
る
が
、
菊
池
紳
一
・
宮
崎
康
充
「
国
司
一
覧
」（『
日
本
史
総
覧
Ⅱ
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
）
は
、
永
万
元
年
に
日
向
守
と
な
り
、
同
年

中
に
佐
渡
守
に
遷
任
し
た
と
す
る
。
そ
の
永
万
元
年
七
月
二
十
八
日
、
二
条

天
皇
が
没
し
た
。
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
十
四
日
、
蔵
人
右
衛
門
権

佐
藤
原
経
房
が
拝
賀
を
行
い
、
重
頼
は
上
西
門
院
に
お
い
て
そ
の
申
次
を
勤

め
た
が
、
こ
の
折
「
佐
渡
守
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
山
槐
記
）。
こ
の
後
、

承
安
二
年（
一
一
七
二
）二
月
ま
で
佐
渡
守
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（
玉

葉
・
十
日
条
）。

　

仁
安
三
年
二
月
十
九
日
、
高
倉
天
皇
が
踐
祚
し
、
同
十
一
月
二
十
日
の
大

嘗
会
叙
位
で
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
（
兵
範
記
）。
同
じ
折
、
頼
政
は
従
四

位
上
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
同
二
十
二
日
、
大
嘗
会
の
悠
紀
殿
入
御
に
奉
仕
し

た
（
兵
範
記
）。

　

嘉
応
元
年
三
月
三
日
、
後
白
河
院
が
高
野
山
に
参
詣
し
た
が
、「
佐
渡
守
重

頼
」
は
「
御
送
」
の
人
数
に
入
っ
た
（
兵
範
記
）。
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）

十
二
月
六
日
、
院
に
お
い
て
朝
覲
行
幸
定
が
あ
り
、
重
頼
は
「
御
装
束
」
の

担
当
を
宛
て
ら
れ
て
い
る
（
兵
範
記
）。
嘉
応
以
降
、
後
白
河
院
に
関
わ
る

事
績
が
見
え
る
が
、
あ
る
い
は
、
上
西
門
院
（
後
白
河
院
同
母
姉
）
に
侍
し

て
の
事
績
が
見
え
る
仁
安
頃
か
ら
接
近
し
て
い
た
も
の
か
。
頼
政
も
仁
安
二

年
以
降
、
後
白
河
院
と
の
関
わ
っ
て
の
活
動
が
顕
著
で
あ
り
、
公
的
活
動
の

あ
り
方
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
二
月
十
日
、
高
倉
天
皇
女
御
平
徳
子
が
立
后
し
、

重
頼
は
中
宮
少
進
、
頼
政
の
養
子
（
頼
政
の
兄
頼
行
の
男
）「
正
六
位
上
源

兼
綱
」
が
同
権
少
進
と
な
っ
た
。
兼
綱
は
徳
子
が
女
御
で
あ
っ
た
時
の
勾
当

を
勤
め
て
い
た
（
玉
葉
）。
翌
三
年
四
月
十
三
日
、
高
倉
天
皇
の
賀
茂
行
幸

が
行
わ
れ
た
。
行
幸
の
勧
賞
が
あ
り
、
父
重
方
の
譲
り
を
受
け
正
五
位
下
に

叙
さ
れ
た
（
玉
葉
）。
同
年
六
月
十
二
日
、
清
盛
の
室
時
子
が
八
条
持
仏
堂

の
供
養
を
行
い
、「
由
来
人
々
」
が
参
じ
た
。
群
衆
の
中
に
「
右
中
弁
重
方
并

息
重
頼
」
が
い
た
が
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
或
人
は
「
不
知
其
由
緒
」
と
語
っ

た
と
い
う
（
吉
記
）。

　

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
八
月
四
日
、
勧
修
寺
八
講
に
参
じ
た
。『
吉
記
』

に
は
「
中
宮
大
進
重
頼
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
時
ま
で
に
大
進
に
昇
進
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
月
二
十
四
日
、
藤
原
実
定
が
催
し
た
室
顕
長
女
の
周

忌
法
会
に
参
じ
た
。「
中
宮
権
大
進
」
と
見
え
る
（
吉
記
）。
重
頼
の
父
重
方

は
、
実
定
の
同
胞
で
あ
る
忻
子
が
後
白
河
天
皇
中
宮
と
な
っ
た
時
に
権
大
進

を
勤
め
て
お
り
、
重
方
家
と
実
定
家
と
の
密
接
な
関
係
を
推
測
し
う
る
。

　

同
年
十
一
月
、
春
日
祭
に
際
し
て
重
頼
は
中
宮
使
と
な
っ
た
が
、
奈
良
ま

で
行
か
ず
、
木
津
の
辺
り
か
ら
帰
京
し
た
（
玉
葉
・
十
五
日
条
、
顕
広
王
記
・

十
三
日
条
）。
前
年
、
南
都
の
衆
徒
の
騒
動
が
あ
っ
た
折
に
、
右
中
弁
で
あ
っ

た
父
重
方
が
南
都
に
対
し
て
、
法
相
・
三
論
の
学
徒
を
長
く
捨
て
置
く
旨
を

記
し
た
御
教
書
を
遣
わ
し
た
の
で
、
大
衆
が
遺
恨
に
思
い
報
復
す
る
と
の
風

聞
が
あ
っ
た
ゆ
え
と
言
う
。
近
衛
使
で
あ
っ
た
平
維
盛
も
父
重
盛
の
郎
従
と
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大
衆
の
間
に
騒
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
恐
れ
て
、
丈
六
堂
の
辺
り
で
帰
京
し
た

と
い
う
（
玉
葉
）。

　

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
四
月
二
十
七
日
、
後
白
河
院
が
比
叡
山
に
御
幸

し
、「
中
宮
権
大
進
重
頼
」
と
「
伊
豆
守
仲
綱
」
が
供
奉
し
て
い
る
（
吉
記
）。

重
頼
は
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
四
月
十
六
日
の
賀
茂
祭
で
も
中
宮
使
を
勤

め
た
が
（
玉
葉
・
顕
広
王
記
）、
翌
二
年
四
月
十
三
日
に
中
宮
権
大
進
を
辞

し
た
（
玉
葉
）。

　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
二
十
七
日
、高
倉
天
皇
皇
女
で
小
督
局
（
藤

原
成
範
女
）
所
生
の
範
子
内
親
王
が
、「
中
御
門
南
、
京
極
西
」
に
あ
っ
た
重

頼
邸
に
お
い
て
、賀
茂
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
。
範
子
内
親
王
は
藤
原
光
隆（
定

隆
の
兄
）
に
養
育
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
山
槐
記
）。
光
隆
は
新
古
今
時
代

の
歌
人
家
隆
の
父
に
あ
た
る
人
物
だ
が
、『
月
詣
集
』
に
入
る
、

二
条
院
の
み
か
ど
か
く
れ
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
後
、
そ
の
御
れ
う

に
治
部
卿
人
を
す
す
め
て
一
品
経
し
や
し
侍
り
け
る
に
、
勧
発
品

満
三
七
日
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
有
安

　
　

ま
ち
い
で
て
い
か
に
嬉
し
と
思
ふ
ら
ん
は
つ
か
あ
ま
り
の
山
の
は
の
月

（
一
〇
六
一
）

の
詞
書
に
見
え
る
「
治
部
卿
」
が
光
隆
と
推
定
さ
れ
、
弟
の
定
隆
と
と
も
に

二
条
天
皇
と
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
範
子
内
親
王
の
外
祖

父
成
範
は
信
西
の
男
で
あ
る
。
か
つ
て
、
二
条
天
皇
の
周
辺
に
侍
し
て
い
た

廷
臣
た
ち
が
、
清
盛
女
徳
子
の
所
生
で
は
な
い
高
倉
天
皇
皇
女
の
周
辺
に
蝟

集
す
る
あ
り
さ
ま
は
、
皇
統
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
頼
政
と
以
仁
王
の

結
び
つ
き
と
共
通
す
る
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

範
子
内
親
王
の
卜
定
所
と
な
っ
た
重
頼
邸
は
、
卜
定
の
翌
三
年
三
月

二
十
六
日
に
焼
亡
し
、
範
子
内
親
王
は
「
冷
泉
北
室
町
西
」
に
あ
っ
た
源
有

房
の
家
に
渡
御
し
た
（
玉
葉
、
山
槐
記
は
「
有
房
妹
」
の
家
と
す
る
）。
有

房
は
前
年
の
斎
院
卜
定
の
際
に
も
奉
仕
し
て
い
る
が
（
顕
広
王
記
）、
二
条

天
皇
の
内
裏
歌
会
に
出
詠
す
る
な
ど
、
や
は
り
二
条
天
皇
と
の
関
わ
り
が
確

認
で
き
る
人
物
で
あ
る*12

。

　

治
承
三
年
十
一
月
三
日
、
新
中
納
言
藤
原
朝
方
の
拝
賀
に
「
宮
内
大
輔
重

頼
」
が
扈
従
し
た
（
山
槐
記
）。
朝
方
は
後
白
河
院
近
臣
で
あ
る
。
寿
永
二

年
（
一
一
八
三
）
二
月
二
十
九
日
、
後
白
河
院
の
逆
修
が
行
わ
れ
重
頼
も
参

じ
た
が
、
殿
上
人
が
皆
布
衣
で
あ
っ
た
の
に
、
重
頼
一
人
が
衣
冠
で
あ
っ
た

の
で
、
人
々
は
怪
し
ん
だ
と
い
う
（
吉
記
）。

　

治
承
・
寿
永
の
内
乱
が
終
熄
す
る
と
、
重
頼
は
鎌
倉
に
姿
を
現
わ
す
。『
吾

妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
月
二
十
四
日
条
の
、
勝
長
寿
院
の
供
養

の
記
事
の
中
に
、「
宮
内
大
輔
重
頼
奉
行
会
場
以
下
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
同

日
条
に
は
、
頼
朝
の
行
列
に
従
う
人
々
と
し
て
、「
宮
内
大
輔
重
頼
」
の
ほ
か
、

「
源
蔵
人
大
夫
頼
兼
」「
駿
河
守
源
広
綱
」「
皇
后
宮
亮
仲
頼
」
の
名
が
見
え
る
。

頼
兼
は
頼
政
男
で
、「
大
内
守
護
」
の
職
を
継
い
だ
人
物
、
広
綱
は
頼
政
男
仲

綱
の
子
で
あ
る
（
尊
卑
分
脈
）。
翌
二
年
正
月
三
日
条
に
は
、
頼
朝
が
直
衣

始
の
後
は
じ
め
て
鶴
岡
八
幡
宮
に
参
詣
し
、
重
頼
・
広
綱
・
頼
兼
が
供
奉
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　

文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
七
月
十
三
日
、
後
白
河
院
近
臣
で
あ
る
隠
岐
守

仲
国
か
ら
鎌
倉
に
書
状
が
届
き
、
重
頼
が
地
頭
と
称
し
て
所
々
を
押
領
し
て

い
る
旨
に
つ
い
て
訴
え
が
あ
っ
た
。
頼
朝
は
重
頼
に
対
し
消
息
を
以
て
命
令

を
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
月
十
三
日
に
は
、
若
狭
国
松
永
・
宮
川
保
に

対
す
る
「
地
頭
宮
内
大
輔
重
頼
」
の
不
法
を
停
止
す
る
よ
う
、
頼
朝
が
下
知

し
た
。
十
一
月
二
十
二
日
、
頼
朝
は
隠
岐
国
司
仲
国
の
訴
え
に
対
し
、
犬
来
・

宇
賀
牧
以
外
の
「
宮
内
大
輔
重
頼
」
が
知
行
す
る
所
々
を
、
国
衙
の
支
配
と
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す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
若
狭
国
宮
川
保
は
『
平
家
物
語
』
に
も
記
さ

れ
る
頼
政
由
縁
の
土
地
で
（「

」）、
重
頼
は
妻
讃
岐
を
通
し
て
こ
れ
を
伝

領
し
た
か
、
頼
政
の
縁
戚
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
支
配
権
を
主
張
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

重
頼
は
こ
の
後
も
京
と
鎌
倉
を
往
還
し
て
過
ご
し
た
ら
し
く
、
建
久
五
年

（
一
一
九
四
）
十
二
月
に
は
永
福
寺
内
新
造
薬
師
堂
供
養
に
供
奉
す
る
た
め

に
鎌
倉
に
赴
き
、
翌
建
久
六
年
三
月
に
は
頼
朝
が
東
大
寺
供
養
に
参
列
す
る

に
際
し
供
奉
し
た
。
頼
朝
の
死
後
も
鎌
倉
幕
府
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
建

仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
頼
家
の
鞠
会
に
「
相
模
守

重
頼
」
が
見
証
に
候
し
て
い
る
（
以
上
、
吾
妻
鏡
）。

　

重
頼
と
頼
政
女
讃
岐
の
間
に
生
ま
れ
た
重
光
は
、
建
久
六
年
八
月
十
五
日
、

前
々
日
誕
生
し
た
後
鳥
羽
院
皇
女
昇
子
内
親
王
の
御
湯
殿
始
の
儀
に
、
鳴
絃

を
奉
仕
し
た
こ
と
が
『
三
長
記
』
に
見
え
る
。
こ
の
時
右
近
将
監
で
あ
っ
た
。

生
年
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。

五　

藤
原
重
頼
の
和
歌

　

重
頼
の
和
歌
は
、『
頼
政
集
』
608
番
歌
の
ほ
か
、『
月
詣
集
』
に
二
首
、『
言
葉

集
』
に
一
首
入
り
、
実
定
と
の
贈
答
が
『
林
下
集
』
に
見
え
る
。

①　
　
　
（
題
し
ら
ず
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼

　
　

ひ
る
も
思
ひ
よ
る
も
な
げ
き
の
た
え
ぬ
か
な
と
く
あ
け
ぬ
る
と
く
れ
も

や
ら
ぬ
と	

（
月
詣
集
508
）

②　
　
　

正
月
に
雪
の
ふ
り
け
る
日
、
申
し
つ
か
は
し
け
る　
　

法
眼
定
快

　
　

か
か
る
世
に
ふ
る
は
う
け
れ
ど
け
さ
や
な
ほ
心
も
春
の
雪
を
な
が
む
る

		


（
月
詣
集
677
）

　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼

　
　

よ
の
中
に
ふ
る
か
ひ
も
な
き
我
が
身
に
は
む
か
し
の
は
る
の
雪
ぞ
恋
し

き	

（
678
）

③　
　
　

出
家
の
こ
こ
ろ
ざ
し
あ
り
け
る
こ
ろ
、
か
が
み
を
み
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼

　
　

ま
す
か
が
み
あ
さ
ゆ
ふ
む
か
ふ
か
げ
な
ら
で
あ
ら
ぬ
す
が
た
の
い
つ
か

う
つ
ら
む	

（
言
葉
集
321
）

④　
　
　

西
山
の
は
な
を
た
づ
ね
侍
り
し
に
み
な
ち
り
た
り
し
か
ば
、
中

宮
大
進
重
頼
が
も
と
へ
申
し
お
く
り
た
り
し

　
　

け
さ
み
れ
ば
花
は
を
る
べ
き
え
だ
も
な
し
な
に
を
宮
こ
の
家
づ
と
に
せ

ん	

（
林
下
集
51
）

　
　
　
　

返
事
、
さ
く
ら
の
枝
に
つ
け
た
り

　
　

た
づ
ぬ
れ
ば
の
こ
れ
る
は
な
も
あ
る
も
の
を
こ
れ
を
み
や
こ
の
い
へ
づ

と
に
せ
よ	

（
52
）

『
月
詣
集
』
に
二
首
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
歌
林
苑
の
よ
う
な
、

地
下
官
人
や
隠
遁
者
の
和
歌
活
動
の
場
に
加
わ
っ
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
言
葉
集
』
の
編
者
惟
宗
広
言
は
後
白
河
院
近
臣
で
あ
り
、
重
頼
が
後
白
河

院
周
辺
で
活
動
す
る
間
に
和
歌
を
通
し
た
交
流
が
生
じ
た
と
い
う
よ
う
な
事

情
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
677
・
678
で
重
頼
と
贈
答
し
て
い
る
定
快
と

い
う
僧
は
、『
月
詣
集
』
に
五
首
入
る
が
、
そ
の
他
に
和
歌
事
績
が
確
認
で
き

ず
、
交
流
の
契
機
等
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

　

重
頼
に
関
し
て
は
、
そ
の
女
の
詠
作
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意

さ
れ
る
。

こ
ひ
の
歌
よ
み
侍
り
け
る
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼
女

　
　

ち
ぎ
り
し
も
見
し
も
む
か
し
の
ゆ
め
な
が
ら
う
つ
つ
が
ほ
に
も
ぬ
る
る

袖
か
な	

（
新
勅
撰
集
980
）
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（
寄
鳥
恋
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼
女

　
　

あ
ふ
こ
と
は
お
も
ひ
た
え
ぬ
る
あ
か
つ
き
も
わ
か
れ
し
と
り
の
ね
に
ぞ

な
か
る
る	

（
続
古
今
集
1180
）

と
勅
撰
集
に
二
首
入
集
す
る
ほ
か
、『
新
和
歌
集
』
に
七
首
入
り
注
意
さ
れ
る
。

特
に
、

竹
御
所
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
の
ち
、
常
の
御
所
に
ま
ゐ
り
て
よ
み

侍
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
重
頼
女

　
　

い
か
ば
か
り
な
み
だ
も
ち
り
も
つ
も
る
ら
ん
君
な
き
と
こ
の
ふ
る
き
枕

に
（
新
和
歌
集
488
）

の
詞
書
に
見
え
る
「
竹
御
所
」
は
、
鎌
倉
四
代
将
軍
九
条
頼
経
（
道
家
男
）

の
妻
と
な
っ
た
二
代
将
軍
頼
家
の
女
（
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
七
月

二
十
七
日
没
）
を
指
し
、
重
頼
女
が
こ
の
人
物
に
仕
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
興
味
深
い
。

　

以
上
見
て
き
た
ご
と
く
、
頼
政
女
讃
岐
と
婚
し
た
重
頼
は
、
近
侍
す
る
皇

統
や
公
的
活
動
の
あ
り
方
に
お
い
て
頼
政
と
共
通
す
る
点
が
多
く
注
意
さ
れ

る
。
ま
た
、
頼
政
没
後
も
そ
の
息
男
た
ち
と
行
動
を
共
に
し
、
鎌
倉
方
か
ら

重
用
さ
れ
て
お
り
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
後
の
頼
政
一
族
の
行
方
を
考
え
る

上
で
も
注
目
す
べ
き
存
在
と
言
え
よ
う
。

注*1　
『
平
家
物
語
』
の
本
文
は
、
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
『
平
家
物
語
』（『
新
日
本

古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
っ
た
。
仮
名
遣
い
等
の
表
記
を

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

*2　

五
味
文
彦
「
以
仁
王
、
二
つ
の
皇
統
」（『
平
家
物
語
、
史
と
説
話
』、
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
）
他
。

*3　

保
立
道
久
『
義
経
の
登
場
―
王
権
論
の
視
座
か
ら
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
〇
〇
四
年
）
他
。

*4　

こ
れ
に
対
し
、「
以
仁
王
事
件
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
立
場
も
現
れ
て
き
て
い
る
。

河
内
祥
輔
「
以
仁
王
事
件
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
所
収
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

*5　

橋
本
義
彦
「
美
福
門
院
」（『
平
安
の
宮
廷
と
貴
族
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
年
）。

*6　

佐
伯
智
広
「
二
条
親
政
の
成
立
」（『
日
本
史
研
究
』
505
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）。

*7　

叙
従
三
位
を
祝
う
贈
答
も
、
藤
原
実
定
の
家
集
『
林
下
集
』
323
・
324
に
見
え
る
。

*8　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
文
「『
頼
政
集
』
雑
部
冒
頭
歌
群
の
構
想
」（『
日
本

文
学
』
二
〇
一
五
年
七
月
）、
お
よ
び
、
頼
政
集
輪
読
会
『
頼
政
集
新
注　

下
』
解
説

（
中
村
文
執
筆
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
六
年
）
に
述
べ
た
。

*9　

注
8
『
頼
政
集
新
注　

下
』
に
多
く
を
拠
っ
た
（
当
該
歌
は
久
保
木
秀
夫
執
筆
）。

仲
正
の
為
忠
家
初
度
百
首
歌
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。

*10　
『
頼
政
集
』
伝
本
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
中
村
文
「
穂
久
邇
文
庫
本
『
頼
政
集
』
を

紹
介
し
、『
頼
政
集
』
伝
本
系
統
分
類
の
再
検
討
に
及
ぶ
」（
久
保
木
哲
夫
編
『
古
紙

と
和
歌
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

*11　

清
隆
・
定
隆
に
つ
い
て
は
、中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
第
六
章
（
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

*12　

有
房
に
つ
い
て
は
、
注
11
著
書
第
六
章
参
照
。
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